
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

基盤研究(B)（一般）

2016～2014

東南アジアにおける政治の民主化と司法化

Democratization and Judicialization of Politics in Southeast Asian Countries

９０１９７５６７研究者番号：

玉田　芳史（Tamada, Yoshifumi）

京都大学・アジア・アフリカ地域研究研究科・教授

研究期間：

２６２８３００５

平成 年 月 日現在２９   ６ １３

円    12,800,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、東南アジア諸国における政治の民主化と司法化の関係を考察するこ
とであった。司法化は民主化に付随して始まり、民主主義を守る役割を果たすと理解されることが多い。しか
し、司法化は、多数派の暴政を言い立てて多数決主義を否定する特権的少数者を保護することがある。民主化途
上国では民主主義がまだ脆弱であるため、司法化は民主化を容易に阻害し危機に陥れる。タイはその典型であ
る。
司法化の現状は多様である．司法化に大きな影響を与えるのは、2つの要因であることが明らかになった。判事
の人事と司法府を取り巻く政治状況である。

研究成果の概要（英文）：A major aim of this study is to investigate the relationship between 
democratization and judicialization of politics in Southeast Asian countries. Judicialization is 
usually a product of democratization and often furthers democratization. However, it is essentially 
counter-majoritarian and might thwart democratic transition. Indeed, the numerical minorities in 
democratizing countries are not infrequently the politically weak people but the privileged under 
the pre-democratizing regime. 
Judicial review is very much affected by two factors: 1) the way to appoint judges, and 2) the 
extent of political diffusion.

研究分野：地域研究
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１．研究開始当初の背景 
民主化研究の多くは、選挙に主眼をおき、
選挙が実施されるか否か、それが公平で自由
な選挙か否かといった点に注意を払ってきた。
しかし、タイでは2006年以後司法の役割が拡
大し、民主化に大きな影響を及ぼすようにな
った。タイ以外の国でも、司法クーデタとい
う言葉が使われる事例が登場してきた。これ
は政治の司法化(judicialization of politics)と
呼ばれる現象である。先行研究はたいていが
先進国における司法の政治的役割の拡大を叙
述しその功罪を論じている。 
途上国では、政治の司法化は、民主化の後
を追うように生じてきた。アジアの場合には、
民主化につれて、立憲主義や司法審査が重視
され、憲法裁判所が設置されるようになった。
先進国でも評価が分かれる政治の司法化が、
民主化途上の東南アジアに導入されると何が
起きるのか。政治の民主化にどのような影響
があるのか。東南アジア諸国の民主化につい
ては先行研究が蓄積されてきた。しかしなが
ら、司法化もしくは司法権との関係から、民
主化を考察したものはまだ非常に少ない。司
法の観点から民主化を捉え直すことで、東南
アジア地域への理解がいっそう深まるであろ
う。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、東南アジア諸国の政治体
制変動とりわけ民主化において、司法がどの
ような役割を果たしているのかを地域研究
の観点から実証的に比較検討することにあ
った。民主化の進展に伴い、裁判所が立法府
や執政府の行為や決定に司法判断を下す事
例が増えてきた。それは政治の司法化と呼ば
れ、民主化を促すことも妨げることもある。
本研究は司法に着目することで民主化を捉
え直し、東南アジア地域への理解を深めるこ
とを意図していた。 

 
３．研究の方法 
東南アジアにおける政治の民主化と司法
化の関係を、地域内比較と地域間比較を交え
て、解明する。東南アジア地域の特色を浮か
び上がらせるために、1）司法化の実態を把
握し、2）司法化と民主化の関係を考察し、3）
国による差違が生まれる理由を解明するこ
とに重点をおいた。 
研究対象は、東南アジア地域のインドネシ
アとタイを中心とし、地域内部からフィリピ
ン、マレーシア、ミャンマー、地域外から韓
国、インド、エジプト、ロシアを比較参照事
例とした。 

 
４．研究成果 
司法化の進行は、必ずしも民主化にプラス
になるとは限らないことが明らかになった。
司法化といえば何よりもまず違憲審査であ
る。各国の事例を眺めていくと、司法化に大
きな影響を与えるのは、2 つの要因であるこ

とが明らかになった。判事の人事と司法府を
取り巻く政治状況である。 
 まず、任用するものや任用されるものは誰
なのか。第 1に、政治家が任用に関与すれば、
判事は政治家に遠慮する可能性が高い。第 2
に、任用される側について見れば、年功序列
に基づいており誰もが順当と受け止める本
命馬と、任命権者の政治力によって抜擢され
る穴馬では、（デシマル式）掛け率に比例し
て、任命権者への従属度が高まる。第 3 に、
憲法裁判事に任命されるのが、職業裁判官限
定なのか、弁護士などの法律家も含まれるの
か、あるいは政治家や官僚も含まれるのかと
いった点も判決に影響を与える。第 4に、判
事には、任期があるのか、定年があるのか、
任用されるのは何歳くらいなのか。 
 次に、司法機関が政治へのチェックに積極
的になるかどうかは、政治勢力の分散的多元
的配置状況に左右される。政治アクターが分 
散的多元的であるほうが、司法化は活発にな
りやすい。インドネシアでは、民主化したと
はいっても軍隊の政治的な影響力が強く、政 
党は多元的な状況にあるため、憲法裁判所が
司法化に積極的になりうる余地が大きい。ま
た、大統領の任期が 1期に限定される国では、
個々の大統領の権力最盛期が短期間に限ら
れ、司法機関が執政府に挑戦できる可能性が
高い。それとは一味異なって、司法機関が政 
治的中立性をかなぐり捨てたエジプトやタ
イでは、司法は敵対陣営に対して手厳しい判
断をためらいなく下しうる。 
 年度末に『政治の司法化と民主化』という
成果報告書を作成した。 
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